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ごあいさつ

株式会社福島銀行

取締役社長

加藤 容啓

❶

皆さまには、平素より福島銀行をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。

2022年3月期決算の概要や、新しい中期経営計画に則った取組みをディスクロージャー

誌（情報編）に取りまとめましたので、ご一読くだされば幸いです。

地域金融機関を取り巻く環境は人口減少、少子高齢化に加え、長引く超低金利により一

段と厳しさを増しております。また、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴う経済活動

の制限、ロシアのウクライナ侵攻への対抗措置である経済制裁に起因する、原油・原材料

高騰は地域社会に多大な影響を与える懸念が生じております。

このような環境のもと当行は中期経営計画「ふくぎん福島創生プロジェクト」を策定、

スタートさせています。2019年11月に資本業務提携契約を締結したSBIグループとの連携

を一層強化し、本業支援、DX化の推進、人材育成に積極的に取組み、地域創生に貢献して

まいります。

また当行は、2022年11月に創業100周年を迎えます。こうした節目の年を迎えることが

できますのも、当行に関わっていただいた多くの皆様方のあたたかいご支援、ご愛顧の賜

物であり深く感謝申し上げます。皆様への感謝の気持ちをこめて100周年記念事業「100周

年記念 ふくぎん10の感謝」を展開いたします。「福島のために、お客さまのために、そ

して未来を育むために」の理念のもと本業支援、SDGsへの取組み、各種団体への寄付等の

施策を実施してまいります。

100周年を迎え、次の100年を作るために福島銀行は引き続きお客さまとの伴走支援に力

を入れて地域経済の発展に貢献できる銀行を目指してまいります。

皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう心よりお願い申し上

げます。

か とう たか ひろ



2022年３月期 決算の概要 ①

4期連続 本業収益増加
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本業収益 （前年度比+256）

4期連続 本業収益増加

金融機関の本来の収益力をあらわす本業収益(投信解約益を除くコア業務純益)は

1,614百万円(前年度比 ＋256百万円増加)

収益力強化が着実に進展
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● コロナ対応融資を中心に
地元中小企業へ積極的に
対応し貸出金利息が増加

● PC1人1台化など行内DXの
推進を図り物件費が増加

● 投信販売・金融仲介手数料
などは増加したが、保険販
売が減少

（百万円） （百万円）

❷



❸

2022年３月期 決算の概要 ②



❹

中期経営計画
「ふくぎん 福島創生プロジェクト」
～企業活動(法人)とお客さまの生活(個人)を伴走支援し、地方創生に貢献します～

～私たちが暮らす地域のよりよい環境や暮らしやすい社会づくりに尽力します～
計画期間／2021年4月1日～2024年3月31日

5つの「行動指針」を掲げ、事業活動に全力で取組みます。

お客さまの本業を徹底的に伴走支援します。1

お客さまの生活を支援し、最適な資産形成をサポートします。2
DX化の推進により、お客さまに新たなサービスを提供すると

ともに、業務の効率化・高度化、経費の削減を推進します。3
ESG・SDGsに資する活動を実施し、よりよい環境と暮らし

やすい社会づくりに貢献します。4
経営基盤(経営資源の配置・人材育成・働きがいのある

職場)を再構築し、収益力の強化を図ります。5

中期経営計画進捗



❺

SBIグループとの連携

個

人

利便性向上
AI導入

● AI プラットフォーム『DataRobot』で
開発したAIの導入

AIでビックデータを分析することにより、お客さ
ま一人ひとりのニーズに沿った金融商品の紹
介をするなど営業を高度化

資産形成
● 共同店舗「福島銀行SBIマネープラザ
郡山」の運営

ネット証券最大手であるSBI証券の金融商
品・サービスを、対面による質の高いアドバイ
スと共に利用可能

利便性向上
DX導入

● バンキングアプリの提供
アプリでの口座開設（来店不要、印鑑不要、
通帳レス）や、家計簿アプリ「一生通帳by 
Moneytree」を提供

利便性向上
DX導入

● 住信SBIネット銀行の『ミスター住宅
ローンREAL』および
『フラット35』の提供

当行ホームページから、住信SBIネット銀行
の住宅ローンの各種申込手続等がWEB上
で利用可能

個

人
･
法

人

補償の充実
低コスト

● SBI損保の「自動車保険」「火災保
険」の提供

WEBで完結する「自動車保険」や、住宅
ローンのお客さまが必要な補償を自由に選べ
る「火災保険」を提供

補償の充実
● 住宅ローンおよび各種ローンに団体信
用生命保険を付保

住宅ローンのほか、事業者、医療従事者お
よび個人向けの各種ローンに団信を付保し、
万が一の時に備えた安心を提供

法

人

本業支援
● 吉本興業ホールディングスと「お客さ
ま紹介」で連携し地方創生に貢献

福島県住みます芸人「ぺんぎんナッツ」さんと、
地方創生をコンセプトにする「BSよしもと」
の番組を通して、福島県の魅力やお取引
先の事業活動・サービス・商品等を全国に
情報発信

本業支援
DX支援

● 『 ふくぎんビジネスマッチングシステム 』
（ふくぎんBMS）の提供

お取引先のビジネスマッチングニーズ等を登
録・データベース化し、高精度で成約確度の
高い販路開拓や事業課題の解決等を実現

業務効率化
DX支援

● クラウド型ワークフローシステム「承認
Time」、
「経費BankⅡ」、および「勤怠Reco」
の提供

社内のあらゆる書類の申請、承認、回覧、
保管を電子承認フローに載せられるクラウド
型ワークフローシステムを提供

利便性向上
● SBIレミットの海外送金サービスの提
供

地域企業が抱える外国人労働者のために、
簡単で利便性の高い海外送金サービスを提
供

人材支援 ● 理系人材の採用支援サービスの提供
地域企業が必要とする技術職・研究職など
を、理系人材マッチングサービスにより採用を
支援

人材支援
DX支援

● スキマバイトサービス「タイミー」の提供
アルバイト人材が必要な企業と、働きたい人
の時間をスマホアプリでマッチングさせ多様な
雇用形態を支援

～ 2021年度の手数料収入において1.8億円超の増加に貢献 ～



❻

100周年に向けて支えていただいた地域の皆様に感謝の気持ちをこめ

て『ふくぎん10の感謝』を実施しております。

2021年度の主な取り組み



❼



❽

SDGsの取組み
● 行員ボランティア活動

地域社会の一員として、地域イベントのお手伝いや商店街・駅前等の清掃活動、

海岸の清掃活動などに幅広く参加し、地域に根差した社会貢献活動を継続的に

行っております。（ボランティア活動 のべ1,213名2022年3月実績）

2021年度の主な取組み



❾

● 「公益信託福島銀行ふるさと
自然環境基金」助成

福島県における自然環境の保全を図り、自然と

人間の調和のとれた社会づくりに資することを目的に

1992年に設立され、以来今回で30回目の助成

となり、助成先は81先、助成総額は1,882万円に

達しております。



❿

DX化に向けた取組み



総合企画部
福島県福島市万世町2番5号
TEL：024-525-2525（代）
https://www.fukushimabank.co.jp/


